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事業事業事業事業にににに対対対対するするするする反応反応反応反応
1.1.1.1.情報情報情報情報インフラインフラインフラインフラのののの整備整備整備整備（（（（ウェブサイトウェブサイトウェブサイトウェブサイト公開公開公開公開））））

　
　
　ウェブサイト訪問者数は順調に伸びており、主にセミナーやシンポジウム案内閲覧を目的とする訪問者が多い。
バイオマス施設検索のページ閲覧者も順調に増加している。

2.2.2.2.普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発セミナーセミナーセミナーセミナー
　

3.3.3.3.バイオマスフェアバイオマスフェアバイオマスフェアバイオマスフェア（（（（エコプロダクツエコプロダクツエコプロダクツエコプロダクツ2007200720072007へのへのへのへの出展出展出展出展））））

4.4.4.4.バイオマスシンポジウムバイオマスシンポジウムバイオマスシンポジウムバイオマスシンポジウム

　

事業執行事業執行事業執行事業執行でででで見見見見えたえたえたえた課題課題課題課題

来年度来年度来年度来年度にににに向向向向けたけたけたけた今後今後今後今後のののの推進方策推進方策推進方策推進方策
１１１１．．．．実地調査実地調査実地調査実地調査
・「バイオマスタウン構想策定自治体３０」程度まではほぼ確実。目標とする「バイオマスタウン構想策定自治体
　６０」にさらに近づけるためには構想検討中の自治体に対する支援と新たに構想策定を目指す自治体の見出しを並

　行して進めることが必要。なお、市町村単独では事業規模の問題で採算性が厳しいことも考えられ、本協
　議会で広域や県全体での取組を推進する役割を担うことを期待。
・遊休地や休耕田等を活用した事業を進めたいとしている自治体が多いことから、それらの土地の活用と
　合わせたバイオマス事業の可能性を検討。
・重点バイオマスとして設定した森林バイオマス及び食品バイオマスは、引き続き調査検討を行う。
・消費者調査を行う場合は、より幅広い層を対象とした調査となるよう、該当や店舗での聞き取り調査等
　新たな形式を導入することが効果的であると考えられる。

２２２２．．．．普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発
・全般に、他地域の情報を知りたいというコメントが多いことから、情報インフラをそうした希望に応え
　られるような双方向の情報交換媒体を拡充していくことが有効であると考えられる。
・シンポジウムでは、今年度同様生活に身近なテーマを設定し、効果的な宣伝を行うことが期待される。
・セミナーに関しては、都県となるべく連携し、広報は早く開始することが必要である（少なくとも都県
　市町村の広報誌に載せられることが不可欠）
・エコプロダクツ展のような場所は、セミナーには普通来場しない層（例えば子供達）に対しても普及啓
　発を行う機会となることから、引き続きこうした機会を積極的に活用することが望まれる。

１１１１．．．．実地調査実地調査実地調査実地調査からからからから見見見見えたえたえたえた課題課題課題課題
①①①①自治体調査自治体調査自治体調査自治体調査
・市町村ごとのバイオマス賦存量の把握では、本年度は「市町村による把握状況の把握」にとどまった。賦存量の把握
　ができていない項目について助言・支援を行い、対象自治体とともにバイオマス賦存量を把握していく取組が必要。
　特に多くの市町村では、域内の食品工場で発生する食品加工残さ等、産廃に該当するバイオマスについては賦存量を
　把握していない。山間地や離島の市町村等、バイオマス賦存量の少ない自治体では、産廃と一廃とを併せて利活用を
　検討することが有効と思われる場合もあり、都県－市町村の連携も必要と考えられた。
・自治体がバイオマスタウン構想を策定しない理由として、「構想を策定するほどバイオマスの種類or量がない」のほ

　か、「バイオマス利活用事業の事業性（特に製品需要）が見えない」が多く挙げられた。こうした自治体に構想策定・
　事業形勢に積極的になってもらうためには、有望な利活用用途の提案が必要。
・バイオマス利活用事業形成の進捗が遅れている理由として、「当初想定していた関係主体の離脱（進出見込みの食品
　メーカーが撤退、等）」「自治体合併後の調整、構想の見直しに時間を要している」「用地選定の調整がついていな
　い（迷惑施設扱い）」等のほか、「飼料・肥料等の効果計測に時間がかかる」といった理由も挙げられた。

②②②②重点重点重点重点バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス調査調査調査調査
・食品バイオマス調査では、食品リサイクル法の改正内容や再生利用を進めるための方法等についての質問も多く寄せ
　られ、情報提供やリサイクルシステム構築への支援が求められていることがわかった。
・森林バイオマス調査では、森林バイオマス利活用に係る技術開発は、原油高や温暖か対策問題などから今まさに進め
　られている状況。また企業の森や森林環境税の導入なども進みつつあり、この技術や社会動向の把握が重要。

③③③③消費者調査消費者調査消費者調査消費者調査
・食を巡る問題の発生などから消費者の意識も最近大きく変わりつつある。最終的には消費者の動向が大きく影響する
　ことから、今後も把握していくことが必要。

２２２２．．．．普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発からからからから見見見見えたえたえたえた課題課題課題課題
・10都県でのセミナーを計画したが、自治体の議会の都合などから特定の月に集中してしまったり、日程調整等に時間
　を要して効果的な広報ができなかった。さらに都県が類似セミナーを同じ対象に対し同じ時期に開催する場合もあっ
　た。共催により参加者数の増加が見込めることから、自治体との連携について積極的に働きかけて　いくことが有効。
・シンポジウムに関しては、内容の確定と会場の確保、関係者の日程の都合などにより、自治体の広報誌の締切に間に
　合わなかったなど、広報が十分できなかったという反省がある。
・本年度は、実地調査と普及啓発とを同時並行（実態は普及啓発がやや先行）で進めたため、「実地調査で把握した知
　見の普及啓発」ができなかった。関東では類似セミナーやシンポジウムが多く開催されるため独自調査結果などもタ
　イムリーに提供することが必要
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　関東１０都県で開催したセミナー
は、主にバイオマスタウン構想・
森林・食品・バイオ燃料の４つの
テーマを中心とし、講演・事例報
告・パネルディスカッション・現地
視察等を行った。

　バイオ燃料をテーマとした静岡・
千葉のセミナーの参加者が多かっ
た背景としては、近年のバイオ燃
料への関心の高まりと同時に、
開催県との共催であったことが主
な要因と考えられる。
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１２月１３日(木)　
天気：雨のち曇り

１２月１4日(金)　
天気：晴れ

１２月１5日(土)　
天気：晴れ

エコプロダクツエコプロダクツエコプロダクツエコプロダクツ200200200200７７７７　　　　ミニレクチャーミニレクチャーミニレクチャーミニレクチャー参加者数参加者数参加者数参加者数　エコプロダクツ200７に出展し、関東10都県におけるバイオマ
ス利活用の先進事例を紹介すると共に、来場した一般参加者
を対象として、バイオマスタウンアドバイザー等によるミニレク
チャーを行った。ミニレクチャーへの参加者数は12月13日～15
日の3日間で346名であった。なお、エコプロダクツ2007への総
来場者数は3日間で164,903人であった。

　参加者はエコプロダクツ等に関心のある企業関係者から小・
中学生までと多様で、年齢・職種共に幅広い層にバイオマスの
利活用について情報提供・情報交換を行うことができた。また、
ウェブサイト正式オープンの告知を積極的に行った事により、
翌週以降のウェブサイトのアクセス数が急激に増加した。

　関東バイオマスシンポジウムでは「食とバイオマス」をテーマに、
東京農業大学小泉武夫教授の基調講演や食品バイオマスの利活
用に携わる方々によるパネルディスカッションを行った。

　シンポジウム開始前にはパネリストにちなんだバイオマス関連食
品（堆肥で育てた農産物やエコフィードで育てた豚肉等）の試食会
を催し、バイオマスに親しみを持っていない方々にも「食」という身近
なテーマを通してバイオマスの利活用について考えてもらうきっか
けとなった。

　参加者は合計287名で、企業や国機関、地方自治体が大半を占
めたが、ラジオ・新聞・インターネット等様々なメディアを利用してシ
ンポジウムの広報を行った結果、セミナーでは参加が少なかった
NPO関係者や主婦・学生等の参加も目立った。
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